
A
V
分
団
皇
位
の
消
防
車
に
よ
る
所
管

C

M

年

中

で

火

一

地

区

の

防

火

白

去

一

一

火

の

元

は

…

災
が
一
番
多
一

0
避
難
救
助
訓
練
の
実
施
五

O
寝
る
前
や
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
火
の
始
末
を
も
っ
亙
確
か
め
る
。
…

く
発
生
す
る
一

O
消

火

器

の

点

検

両

O
火
を
使
っ
て
い
る
所
の
ま
わ
り
は
整
理
し
て
お
く
。
一

一

一

日

た

J

を
す
る
場
合
は
風
の
強
い
と
き
を
宍
け
、
防
火
用
の
水
を
準
備
川

市

モ

宝

仙

具

の

使

用

注

意

可

し

て

安

全

な

場

所

で

す

る

o

…

:
大
洲
市
で
一
A
V

石
油
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
一
…

O
火
を
~
使
用
す
る
買
は
、
正
し
い
取
扱
い
を
す
る
。

W

は
、
現
在
ま
一
器
具
の
取
扱
い
を
家
族
み
ん
な
が
よ
一
一
火
事
の
と
き
は

で
に
十
五
件
一
く
知
っ
て
お
く
こ
と
。
両

C
ま
す
通
報
、
初
期
消
火

:

j

l

i

l

;

}

そ
の
害
額
一
燃
料
を
タ
ン
ク
に
注
ぐ
と
き
は
、
必
一
一

O
火
事
の
と
き
は
く
き
亙
宅
、
戸
に
定
せ
て

T
護

主
-
-
Rヨ
一
ず
火
を
局
し
て
か
ら
。
一
一
る
他
入
の
協
力
な
し
で
は
普
通
火
事
は
消
せ
ま

トと一

E
E
一
!
?
1ご
-
ま
1e
こ
葺
ま

T
で
こ
と
石

O
火
事
の
通
報
は
、
電
話
二
九
番
で
d

火
事
の
場
所
s

d

目
標
グ

五
十
万
円
の
一

J
H
1
パ
い
じ
ま
在
l
?
J
く
l
J函

r
況

多
額
に
達
し
一
く
A

C

と

、

一

向

昨
年
の
覇
者
必
ず
消
し
て
か
ら
移
動
さ
せ
る
一

に
比
べ
て
件
一
ま
わ
り
の
燃
え
や
す
い
も
の
な
ど
整
一

数

、

損

審

理

す

る

。

一

と
も
に
倍
加
一
A
v
電

気

器

具

一

し
て
お
り
ま
一
使
用
後
、
必
ず
ス
イ
ッ
チ
切
一

火
の
使
用
が
一
気
器
具
を
同
時
に
つ
な
が
な
い
。

報
『
国
重
出
す
れ
軒
目
け
一

一
一
一
一
一
一
ま
た
二
十
六
日
か
ら
一
週
間
、
全
国
一

一
一
一
一
一
一
さ
ん
に
対
し
て
警
火
心
を
高
め
る
よ
う
一

一
一
一
一
一
一
次
の
行
事
の
実
瓶
と
注
意
を
呼
び
か
け
一

応

組

問

に

よ

る

パ

レ

ー

ド

一

主

=

三

二

一

。

団

員

の

非

常

召

集

一

言

三

一

一

一

一

(

消

防

機

械

器

具

の

点

検

、

手

入

一

言

三

=

二

れ

、

放

水

訓

練

)

一

言

三

一

一

一

一

。

一

般

家

庭

及

び

事

業

所

巡

視

一

塁
=
-
=
-
圃
-
。
消
火
栓
に
よ
る
各
地
区
の
放
水
訓
一

1 0日昌和 39年 11月

所行発

11月

所

総務課

(月1回10日発行)

役

集

市洲

編

1大

引

越

さ

れ

た

と

き

は

必

ず。
住
民
登
録
と

O
国
民
年
金
の

手
続
き
を

赤 105号

ヲ月末市の人口

k ロ 41.874

(1) 

い

ま

す

。

一

計

千

八

百

五

十

万

に

お

よ

び

、

百

事

情

こ
の
者
楓
は
旧
事
+
京
二
百
年
の
昔
、
京
都
一
の
う
ち
、
九
十
五
世
帯
の
製
守
す
。

量
か
ら
歯
奪
取
立
寄
せ
て
植
え
た
イ
ロ
ハ
一

N
Eは
、
ご
存
じ
の
と
お
り
皆
さ

一
ま
か
ら
い
た
だ
く
受
骨
組
を
財
源
と
し

カ

エ

デ

で

す

。

一

士てよ

2
い
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
番
組

陽
持
婦
や
く
呈
脊
の
芽
菩
り
か
ら
新
緑
に
一

一
を
お
届
け
し
て
国
民
文
似
の
向
上
に
役

か
け
て
、
ま
た
紅
葉
さ

2つ
)
が
長
の
亨
る
よ
う
、
金
(
放
送
と
し
て
の
使

緑
に
映
え
る
晩
秋
の
頃
は
、
美
一
事
な
錦
存
織
り
命
を
一
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

N
H
Kと

な
し
、
華
麗
ヂ
極
め
ま
す
。
愛
福
契
約
を
結
ん
で
お
ら
れ
る
ご
家
庭

い
ま
は
紅
葉
山
ま
で
の
観
光
道
路
も
整
備
さ
一
に
は
、
放
送
一
室
情
章
を
そ
の
印
と
し
て

れ
て
遠
近
の
行
楽
客
も
多
く
、
近
郷
き
つ
て
の
十
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
受
信
章
が
ま
だ

紅
葉
の
名
所
の
名
を
恥
か
し
め
ま
せ
ん
。
-
は
ら
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
こ
の
機

一
会
に
見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
は
っ
て
い
た

(
写
真
は
頻
合
の
紅
葉
山
)
一

一
三
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
教
育
議
員
会
一
!

一
受
宿
章
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ

一
な
い
お
宅
は
、
も
よ
り
の
N
H
K放
送

a司
君

B
屯

Z
Oち
Z
B
B

一
局
ま
た
は
N
H
K集
金
員
に
お
申
し
出

転
入
手
間
誓
と
い
っ
し
ょ
に
行
な

-Zて
」
の
運
動
は
、
郵
便
貯
金
を
多
く
し
一
願
い
ま
す
。

(
N
H
K
)

ヲ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
て
、
ぞ
の
財
源
を
地
方
公
共
団
体
や
政
一

1
1
1
1
1
1
1
i
1ー

九
月
に
行
な
っ
た
調
査
の
と
き
に
、
一
府
関
係
機
関
に
一
融
資
し
、
個
人
の
生
活
市
制
十
周
年
記
念

選
挙
の
資
格
の
あ
る
人
で
も
、
査
の
一
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
、
住
み

i
貯
蓄
増
強
運
動
に
ご

六
月
十
五
日
以
後
に
、
大
洲
へ
転
入
し
一
い
郷
土
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
い
三

県

毒

の

第

四

回

県

消

防

警

官

て

き

た

在

、

自

作

成

し

た

奏

一

号

、

春

、

白

治

省

等

の

主

協

力

く

だ

さ

い

大

会

は

、

さ

る

九

月

二

十

日

、

好

=

ノ

一

一

恵

ま

れ

た

松

山

富

占

衛

隊

小

野

配

名

簿

に

は

登

録

さ

れ

て

い

ま

芝

か

ら

一

省

庁

を

は

じ

め

、

公

社

、

各

種

金

融

ι
大
洲
市
で
は
、
罪
事
十
一
一
月
一
日

と

ん

部

隊

震

に

お

い

て

開

か

れ

、

各

忘

れ

ず

に

申

し

出

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

庫

、

公

団

、

地

方

自

治

体

、

各

種

民

主

か

ら

崩

春

一

一

一

月

青

ま

で

を

市

制

高

地

区

予

選

で

勝

ち

ぬ

い

た

襲

一

一

一

十

チ

大

洲

市

選

挙

管

理

委

昌

宏

官

官

、

放

送

協

会

な

ど

の

協

賛

、

後

援

年

望

書

増

強

運

覇

期

間

と

え

だ

め

-

一

I
l
l
i
-
-
l
i
-
-

一
に
ト
育
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
一

ー
ム
で
そ
の
技
孟
腕
い
ま
し
た
。
見
事
J

握

勝

を

逐

げ

ま

し

た

。

こ

れ

は

一

び

に

、

一

定

の

期

間

内

に

、

み

な

さ

ん

一

一

一

市

民

の

皆

さ

ん

に

こ

の

運

覇

に

対

し

て

そ
の
葉
、
郡
市
代
表
と
し
て
出
場
一
宮
分
団
チ
i
ム
翠
手
の
み
な
さ
ん
の
一
言
の
申
青
こ
も
と
づ
、
て
作
成
し
ま
一
二
郵
便
貯
金
は
、
一
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
集
め
り
れ
た
貯
い
っ
そ

-8協
力
を
お
願
い
す
る
こ

し
た
宮
詰
第
二
部
チ
l
ム
が
消
防
た

2
ぬ
訓
練
の
賜
で
、
市
に
と
っ
て
一
た
が
、
新
期
間
が
よ
い
た
め
、
一
り
一
一
さ
る
十
月
十
音
一
合
、
喜
住
宅
、
上
水
道
、
下
水
道
と
に
し
て
い
ま
す
o

自
動
車
ポ
ン
プ
大
審
議
で
優
勝
候
一
大
き
な
育
で
あ
る
と
と
も
に
、
郡
市
一
忘
れ
た
り
、
お
く
れ
た
り
し
て
量
で
一
を
貯
金
総
預
ケ
票
な
と

t
E標
語
、
学
校
、
主
ご
承
知
の
と
お
り
、
戦
後
わ
が
国
の

補
の
筆
頭
の
警
松
山
小
野
分
団
長
一
審
の
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
一
き
な
か
っ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
o

こ
う
一
く
用
二
兆
円
を
突
破
し
房
長
一
震
設
の
ほ
か
、
病
院
な

i
経
済
は
非
常
な
発
展
を
誇
て
き
ま
し

合
得
点
一

F
二
買
う

2
5
7亡

、
一
し
ご

F
?
?
i
r
gま
す
o

了
た
こ
と
を
な
く
す
る
た
め
に
で
き
た
づ
利
郵
政
省
で
は
、
こ
一
霊
施
設
の
拡
充
、
さ
り
に
進
ん
で
主
た
が
、
こ
の
経
済
の
発
展
は
、
旺
盛
な

ー

I

l

l

-

-

十
l

i

l

-

-

一
の
が
「
新
し
い
補
充
実
名
簿
登
録
一
土
ど
れ
を
記
念
し
て
、
一
輪
、
通
信
語
、
塁
の
謹
望
書
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
た
お
で
あ

申
請
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
一
申
戸
時
子

J
T器
鰐
一
訪
日
公
開
笹
川
一
配
属

ι軒目

H
補

充

選

挙

人

名

簿

の

登

録

H

一

一

刊

は

ん

で

い

て

満

一

一

十

才

一

川

鞭

出

持

一

ベ

雪

山

川

心

豆

諸

町

村

民

間

抗

日

目

前

町

一
に

7

一
一
ジ
二
の
記
念
行
事
喜
一
柔
庭
に
対
し
、
郵
便
貯
金
を
お
す
よ
を
図
り
な
が
り
、
さ
り
に
新
し
い
安
定

十
月
百
か
ら
、
普
い
勇
退
一
な
っ
た
人
が
、
い
つ
で
も
、
市
民
課
窓
一
一
、
新
し
く
転
入
し
て
き
さ
干
才
以
一
住
画
し
て
い
ま
す
が
一
宇
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ち
な
一
成
長
室
率
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

挙
人
名
簿
登
録
申
請
'
の
制
度
が
で
一
口
か
喜
で
、
事
選
実
名
簿
登
一
上
の
人
一
さ
ら
に
、
十
一
月
一
に
、
産
九
月
末
現
在
に
お
け
る
郵
便
ん
。
そ
の
た
め
に
い
ま
こ
員
一
入

室
し
た
。
一
勢
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
手
続
き
は
、
本
人
、
ま
在
家
族
の
一
い
っ
ぱ
い
を

4

元
円
突
破
記
念
、
一
塁
の
現
在
高
は
、
愛
媛
県
で
一
一
一
一
』
一
人
の
貯
蓄
の
増
強
が
さ
け
ば
れ
る
わ

新
し
く
転
入
し
た
り
、
題
一
十
才
に
一
主
。
こ
れ
ま
で
は
、
選
挙
の
あ
る
た
一
人
が
回
か
ん
を
も
っ
て
、
市
民
課
の
窓
一
繁
よ
い
郷
土
を
つ
ぎ
る
郵
便
貯
金
奨
一
問
、
地
方
公
共
団
体
(
県
市
町
村
)
一
け
で
す
。

i

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

1

1

l

一
口
か
連
絡
所
に
お
い
で
じ
な
れ
ば
い
つ
一
星
'
富
と
し
て
、
郵
豊
一
へ
の
襲
警
一
二
七
億
円
蓄
え
口
ま
た
一
言
わ
れ
個
人
の
室
生

長

し

て

い

ま

す

。

と

一

二

人

し

て

き

た

在

、

住

民

登

諒

な

ど

の

一

る

こ

と

じ

て

い

ま

す

。

一

警

は

こ

れ

を

越

す

高

著

示

し

て

L
貯
蓄
を
す
る
こ
と
は
突
の
生
活
委

五

、

富

市

湯

量

一

ニ

一

り

、

い

っ

そ

暴

言

す

る

市

一

定

喜

、

自

主

性

の

号

、

し

主

計

【

(

】

過

大

洲

市

農

協

寝

室

が

で

1

新

し

い

農

協

の

じ

一

守

ょ

量

産

物

の

有

利

一

一

『

叩

年

の

あ

ゆ

み

』

を

さ

し

あ

げ

ま

す

民

毒

の

ご

協

力

量

っ

転

ド

何

時

九

亘

書

嘉

誠

く

?

」

と

に

日

詰

恥

で

i
z
-
-長

百

世

設

特

殊

性

七

十

時

の

書

、

i一
一
こ
の
た
び

i
iし

一
係
あ
て
葬
氏
名
、

i
-
E引[
一

品

れ

限

切

れ

詰

時

H日

時

計

主

力

強

い

農

協

で

く

ら

し

高

め

る

一

工

弓

臨

時

間

日

開

八

、

養

豚

事

業

の

査

に

き

員

一

一

一

拝

礼

計

九

七

話

料

一

作

明

記

の

上

、

ハ

ガ

キ

で

お

申

込

一

受

信

章

は

見

や

す

い

一

沼

郡

日

付

崎

甘

い

混

同

い

を

一

事

す

こ

と

が

む

王

し

い

語

通

じ

て

容

易

に

組

合

目

に

受

~

臨

池

内

の

整

備

o

三
い
る
こ
そ
お
も
い
ま
す
が
、
ご
希
望
号

l;一

一

十

日

一

と

こ

ろ

へ

一

台

お

金

が

入

る

こ

と

、

お

も

い

手

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
、
一

O
巨
大
洲
市
農
協
A
扉
促
進
立
、
悪
案
に
つ
い
て
調
会
並
び
に
れ
る
よ
足
し
た
こ
と
一

O
、
塑
員
の
消
費
生
活
の
合
理
化
一
一
一
の
方
に
は
、
次
の
と
お
り
無
料
で
さ
し
な
お
、
需
は
一
人
一
部
と
し
、
申
一
テ
レ
ビ
、

3オ
の
普
及
は
こ
の
一
ニ
が
、
こ
れ
を
無
駄
な
消
費
に
あ
て
る
こ

生
産
事
、
農
産
物
の
集
出
荷
、
購
協
議
会
が
生
ま
れ
、
会
長
に
夏
就
任
意
見
の
聴
取
を
行
な
い
、
議
の
必
要
三
巾
の
産
業
-
毎
と
の
直
撃
る
許
を
図
る
。
三
あ
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
早
目
込
多
数
の
場
合
晃
震
に
よ
り
三
三
年
急
カ
i
ブ
の
上
昇
柔
し
て
い
き
く
、
計
画
的
に
か
つ
継
続
し
て
貯

売
、
販
売
、
遣
の
問
題
な
ど
の
合
理
一
一
軍
門
委
員
会
を
つ
く
っ
て
研
究
霊
性
と
新
一
農
協
構
想
の
周
知
に
努
め
て
い
画
高
子
る
こ
え
以
上
が
大
事
あ
り
ま
す
o

三

に

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

夏

を

遷

び

ま

す

。

ま

す

o
N
H
Kと
用
言
語
雪
結
託
蓄
す
る
こ
と
に
よ
り
陵
た
か
く
明
る
い

他
に
よ
る
所
得
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
を
重
ね
四
O
年

四

月

百

に

大

洲

農

業

ま

す

。

委

員

組

合

毎

の

喜

座

談

三

、

生

産

計

画

に

対

処

す

る

指

導

一

義

一

二

割

配

布

部

数

|

一

一

喜

一

て

い

る

ご

家

庭

は

全

国

で

契

約

申

が

工

室

告

を

築

い

て

い

た

だ

き

た

い

と

極
め
て
当
面
す
る
問
題
の
解
決
、

A
菌

組

重

設

立

す

る

目

標

達

め

ら

会

を

開

き

直

接

組

合

員

の

皆

芝

の

ご

力

に

隼

め

る

こ

と

。

圏

申

込

み

先

l
市

役

所

、

務

課

広

報

六

百

万

、

契

約

乙

が

二

百

五

十

万

、

A
三
宮
い
ま
す
。

つこわい火事注意で防ご

26日から火災予防運動はじまる

優

勝

に

輝

く

『

菅

回

分

団

』

第

4
岡
県
消
防
操
法
大
会
ひ
ら
く

ヒ
ュ
ー
ズ
は
正
規
の
も
の
を
使
う
。

器
具
の
ち
ょ
っ
と
し
た
故
障
で
も
す

は
ど
っ
し
で
も
力
強
い
大
書
需
で
な
れ
で
い
ま
す
。

け
れ
ば
実
施
す
る
こ
と
が
悶
難
で
あ
り

l
t

ま
す
o

王戸

41.874 

男 20.098
女 21.776

4 世帯数 ヲ.841

面積 240.93平方

キロメートル

ロノ

況

経

ぐ
専
門
家
に
相
談
し
て
修
理
し
て
か

』り使-っ。

-，.ふれ凶破訴訟~繭五
出掛‘炉ゆ~r-~高ユ頃婦

大洲市指定名勝 z

ル
抽
市
再
山

併
問
刷
に
、
出

炉
(
合
藩
主

の
祈
願
所

で
あ
っ
た

積
何
神
社

が
あ
り
ま

す。

紅 葉山

(昭和 31年指定)

そ
の
社
前

の
綬
傾
斜

地
帯
約
六

反
歩
に
は

老
楓
数
十
一
株
が
老
杉
古
松
を
配
し
て
繁
っ
て

優勝の栄冠を勝ち取った菅田分団チーム

ロ
月
1
日
は

H防
火
デ

l
H

「
消
防
訓
練
実
施
」

あ
さ

5
時
制
分
市
内
一
斉
に

非

常

用

ナ

イ

レ

ン

と

警

鐘

を

鳴

ら

し

ま

す

(
産
業
第
一
課
)

(
総
務
課
)

司事報量

も



(2) 

谷
チ
ー

(
付
げ
)

勝

ム

日

年市
部制
問υ十

念周

才
2
回
ス
ポ
ー
ツ
祭

1 0 昭和 39年 11月

市
制
十
周
年
記
念
、
第
二
回
大
洲
ス
一

B
組
l
問
問
、
二
日
組

ポ
l
ツ
祭
は
、
秋
縞
れ
の
十
一
月
一
日
一

O
卓

球

三
日
、
八
日
の
一
ニ
H
問
、
十
三
種
目
に
一
団
体
l
大
洲
A

お
よ
そ
千
人
余
が
地
域
、
転
域
存
主
、
れ
一
個
人

l
亀
岡
芹
久

ぞ
れ
代
表
し
て
参
加
、
熱
戦
を
く
り
ひ
一
女
子
単
l
中
岡
芳
子

ろ

げ

ま

し

た

。

一

O
剣

道

初
日
の
一
日
は
、
庭
球
、
卓
球
、
ハ
一
同
体
l
(幼
年
)
肱
雨
C
(中
学
)

イ
キ
ン
グ
を
、
一
ニ
臼
は
南
中
学
校
で
開
一
小
磯
町

会
式
の
あ
と
、
剣
道
、
柔
道
、
弓
道
、
一
誌
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
、
八
日
に
一

は
、
野
球
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
排
球
、
一

舞
踊
、
サ
ッ
カ
ー
と
、
市
民
の
体
育
祭
一
一

に
ふ
さ
わ
し
い
熱
の
は
い
っ
た
競
技
が
一
一

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
次
の
優
一

勝
者
が
さ
ま
り
、
優
勝
杯
、
メ
ダ
ル
、

賞
状
が
贈
ら
れ
市
仇
し
た
。

優
壁
石
(
敬
語
)

o…
庭
球

A
組
l
桧
回
、
森
組
。

大
洲
泊
A
(占
同
校
)
大
洲
高
(
地

域
)
肱
北
(
忠
域
)
大
洲
高
教
員

個
入
i
(幼
年
)
清
水
祐
一
(
中
学

)
篠
原
純
一
(
令
両
校
A
)
森
岡
功

(
高
校
B
)
清
水
隆
治
(
一
般
)

城
戸
日

。

柔

道

事a賠~i't茸耕輔ノブ罵示 10 5号

新
購
入
図
書
議
内

l
市

立

図

書

館

l

市た
買ば
い内こ
まは
しで
ょ
う

一
幸
一
事
り

コ

麦

の

た

ね

ま

さ

は

、

一
メ
今
月
の
中
下
旬
が
も
っ

ご
l

l

と
も
よ
い
。
と
く
に
省

一

一

等

実

告

書

が

よ

い

二

2
司
王
二
、
温
床
ι

青
白
用
の
床

一
一
一
払
土
準
備

二

良

い

苗

を

育

て

る

た

ご
め
に
、
床
上
調
整
の
時
期
を
早
く

一
し
、
土
の
消
毒
は
必
ず
行
な
い
ま

し
よ
-
つ
。

ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
を
俵
つ
場
合

は
、
同
地
く
な
る
と
効
果
が
少
な
い

三
、
果
樹
首
山
中
小
の
楠
つ
け

一
市
葉
果
樹
は
、
葉
が
自
然
に
洛

ち
た
ら
な
る
べ
ど
合
十
く
す
る
。
植

つ
け
た
』
り
水
を
充
分
に
か
け
で
敷

草
を
し
て
お
く
o

肥
料
は
、
こ
の

と
き
は
や
ら
な
い
。

E
悲
情
官

れ
ば
、
摘
手
局
一
滝
局
・
:
O八九一ニ
O
三
と
に
七
円
の
料
金
と
な
り
度
数
料
に
〈
け

す
か
ら
、
先
方
⑧
申
込
十
月
法
の
例
算
さ
れ
ま
す
。
@
右
の
ほ
か
違
っ
て
い

そ
の
ま
¥
よ
ね
待
新
(
合
同
の
六
O
O番
へ
か
け
る
と
き
新
る
料
金
(
一

O
O番
へ
申
込
む
場
A
h
)

お
つ
な
ぎ
し
ま
ハ
合
同
の
局
番

(
O八
九
三
O
一
)
を
ダ
ム
通
話
附
分
や
糾
金
を
知
り
た
い
L
f

き

イ
ヤ
ル
す
る
と
、
新
谷
局
の
交
換
反
扱
は
じ
め
三
分
ま
で
二
十
一
円
で
、
あ

会
を
知
り
た
い
者
が
出
ま
ず
か
ら
六
O
O容
と
つ
げ
ま
と
一
分
ま
す
ご
と
に
七
円

ム
赤
電
話
〈
公
衆
電
語
)
お
申
し
込
み

は

じ

め

で

の

の

警

は

じ

め

三

分

ま

で

十

両

で

、

，

あ

と

一

分

増

す

ご

と

に

五

円

。

h

1

h

d

・
-
(
新
谷
)

十

自

動

電

話

~

八

多

喜

で

⑩

一

電

話

密

号

の

問

合

せ

F
l
i
t
-
-
Z
E
(白
滝

)

春

、

八

室

、

白

河

局

の

加

入

者
の
電
話
番
号
を
知
り
た
い
と
き
は

赤
電
先
な
ど
に
あ
る
す
と
、
す
ぐ
に
お
つ
な
ぎ
い
た
し
ま
す
一

O
五
番
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

)
か
る
と
き
は
、
必
八
多
害
、
白
滝
田
の
加
入
者
へ
か
け
同
践
に
煎
合
、
八
乏
昔
、
口
語
同
へ

ω
一
へ
お
申
し
込
み
る
と
き
も
こ
の
要
頑
と
同
じ
で
す
。
局
お
た
ず
ね
に
な
る
と
度
数
料
が
か
か

い
と
ま
せ
ん
。
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
和
忘
れ
る
と
か
か
り
ま
り
ま
す
。
な
お
詳
し
い
こ
と
を
お
川

く

で

治

せ

ん

。

り

に

な

り

た

い

方

は

、

当

局

二

0
0

同
i

九
三
O
一

⑨

通

話

の

料

金

O
需
(
窓
口
)
へ
お
問
合
せ
願
い
ま

喜

局

八

九

三

O
二
太
洲
周
か
ら
い
ず
れ
の
局
と
も
一
分
ご
す
。
大
州
電
報
一
電
話
局

。
と
く
に
灯
油
は
、
最
需
用
「
リ
リ

j
j
j」
司
i
l
i
l
i
-
-
l
J

不

足

高

上

り

が

ち

で

す

が

ニ

露

事

丹

試

問

J
一一一

1
1
4
Lへ
一

越
し
て
、
買
い
だ
め

Z
百岡
H
け
は

U
五

日

岳

連

一

す

。

し

か

し

、

火

災

予

防

条

一

一

一

世

車

一

Z
J
協
の
)
一
一
一
口
一

百

リ

ッ

ト

ル

以

上

主

家

庭

に

一

マ

十

一

月

の

健

康

一

一

月

日

度

農

く

則

一

一
寒
い
冬
を
健
康
で
す
ご
す
た
め
に
は
十
一
蓄
リ
く
近

L
一

を

規

制

し

て

い

る

と

こ

ろ

も

一

一

一

ゴ

一

割

&

巾

づ

お

一

。
こ
ん
な
壁
、
お
よ
そ
二
一
ま
ず
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
こ
と
で
す
。
二
貯
月
護
オ
協
一

一
れ
に
は
、
日
ご
ろ
栄
養
を
十
分
に
と
る
孟

U
U
2
一
ゴ
ー
を
塾
良
一
一

以

上

の

空

均

か

そ

の

ま

わ

り

一

孟

H
J
1
果

差

一

一
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
告
書
を
い
一
一
点
~
山
口
出
区
一

か

防

火

用

の

へ

イ

を

設

け

る

」

一

一

一

一
つ
も
と
と
の
え
て
お
く
こ
と
が
な
に
よ
一
一
兆
日
者
咋
地
一

昨
日
目
ド
注
意
乞
り
肝
心
で
す
o

一
士
幻
則
合
創
刊
一

一
主
、
。
一
寒
さ
に
向
か
っ
て
、
と
く
に
主
婦
を
一
一

6
同

せ

と

i
L

一
な
や
ま
す
の
は
手
の
あ
れ
、
冬
だ
か
ら
一
一

K

M

M

U

別

ゴ

一

-

す

る

と

き

は

必

ず

火

を

消

し

一

一

一

主

J
4

防

間

一

一
し
ょ
う
が
な
い
と
あ
き
ら
め
が
ち
で
す
一
一
世
一
一
日

}
I

一

一

一

一

d
E

川

良

一

r
王
才
一
し
か
し
い
ま
か
ら
用
、
公
9
れ
ば
か
な
り
孟

b

一

U

の
フ
タ
は
完
全
に
o

容

器

を

二

一

一

一

i
一
ふ
せ
げ
る
も
の
で
す
。

T
I
l
l
i
-
-
1
1
l

刊

さ

ぬ

よ

う

買

え

場

所

に

十

分

一

一

か

ぶ

の

葉

、

円

菜

を

一

枚

ず

つ

統

べ

一
次
濯
や
炊
事
の
あ
と
は
、
必
9
水
分
を
一

山

す

る

。

一

一

て

コ

ン

ブ

を

一

セ

ン

チ

ほ

ど

に

切

っ

て

て
A
き
と
っ
て
ワ
セ
リ
ン
か
ハ
ン
ド
ク
リ
↑

1
1
ブ
か
ら
離
し
て
お
き
、
直
一
一
あ
い
だ
に
は
さ
一
み
、
塩
で
つ
け
こ
む
。

一1
l
ム
を
ぬ
っ
て
お
き
ま
す
。
ぬ
る
と
き
十

μ
光

に

当

て

な

い

こ

と

。

一

一

好

み

に

よ

っ

て

、

唐

が

ら

し

を

パ

ラ

パ

一
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
か
ね
て
手
の
血
液
の
一

γ
ご
み
を

J

入

れ

な

い

こ

と

一

↑

一
循
環
を
よ
く
し
ま
す
。
一
て
ス
オ
r

一

一

一

大

根

と

か

ぶ

り

を

二

つ

に

制

り

、

少

一
|
|
|
1
1
1
1
1
1
1
一
つ
ぎ
に
大
切
な
こ
と
は
、
手
を
い
つ
一

一

一

一

々

日

に

干

し

て

、

小

口

切

り

に

し

て

か

一
件
名
名
目
一
も
肩
潔
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
o

よ
ご
一

一

2
1
1
万
〕
一
一
れ
を
皮
膚
に
し
み
こ
ま
せ
て
お
く
と
、
ス
こ
う
じ
に
つ
け
る
の
も
お
い
し
い

一

1
制
一
一
そ
こ
か
ら
ヒ
ピ
割
れ
に
な
り
が
ち
で
す
一
あ
ま
り
つ
付
す
ぎ
な
い
う
ち
に
食
べ
る

一

一

一

と

昨

菜

本

来

の

昧

が

う

し

な

わ

ず

、

ぃ

一

劃

一

ご

婦

人

方

の

夜

の

洗

髪

は

な

る

べ

く

一

一

一

一

く

ら

で

も

ご

飯

が

す

す

む

も

の

で

す

。

↑
数
者
者
損
捌
一
言
に
、
就
寝
前
で
す
と
完
全
に
か
わ
一
寒
い
と
き
の
お
誌
で
だ
れ
に
も
よ

一
総
死
傷
物
(
一
一
き
に
く
く
、
か
ぜ
を
ひ
く
も
と
主
立

一

一

一

一

ば

れ

る

d
が
な
べ
料
弾
。
そ
の
う

一

一

一

ま

す

。

一

一

一

一

一

ち

で

も

い

ま

か

出

時

け

の

カ

キ

な

べ

、

一

一

一

マ

お

い

し

い

つ

け

も

の

一

i
l
l
i
l
i
-
-
-
一

一

葉

を

た

く

さ

ん

い

れ

て

し

よ

う

ゆ

一
十
一
月
は
つ
け
も
の
の
月
で
す
、
白
↑

歪
燃
焼
の
も
と
と
な
る
。
一
菜
、
京
、
大
根
が
警
に
出
廻
っ
て
一
さ
と
っ
さ
け
で
闘
っ
け
す
る
か
、
み

山
す
る
と
き
は
な
る
べ
く
ホ
ン
一
き
ま
す
。
家
庭
で
つ
ア
る
つ
ナ
ち
の
ま
一
そ
で
そ
の
も
そ
ぽ
く
な
風
味
が
あ
り

誌
う
o

終
っ
た
ら
ポ
ン
プ
を
ず
屈
で
買
う
昧
戸
吾
川
っ
け
い
の
と
小
型
}
一
:
:
;
〉
、
:

ヲ
し
て
お
く
。
一
っ
て
食
卓
孟
且
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
一
し
力
夫
ま
く
弓
な
ベ
は
支
く

自
補
給
タ
ン
ク
を
用
手
す
o

つ
け
か
た
を
い
ろ
(
工
夫
し
訂
以
引
火
付
許
認
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